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⾧岡京市地域公共交通計画の事業評価について

・平成25年7月に策定
・計画期間10年（令和5年度まで）
・⾧岡京ＩＣや阪急西山天王山駅の開業に合わせ、地域公共交通の
効率的かつ効果的な施策展開を実施するために策定

⾧岡京市地域公共交通ビジョン

・令和6年3月策定
・計画期間5年（令和10年まで）
・現状の地域公共交通を踏まえて、利便性
の向上と持続可能な地域公共交通ネット
ワークの再構築・再整理を目指して策定

⾧岡京市地域公共交通計画

ビジョン策定から10年が経過し、
地域公共交通の状況も大きく変化
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⾧岡京市地域公共交通計画の事業評価について
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市広報紙 令和３年８月号掲載 市広報紙 令和３年１０月号掲載

モビリティ・マネジメントとは
渋滞や環境、あるいは個人の健康等の問題に配慮して、過度に自動車に頼る状態から公共交通や自転
車などを『かしこく』使う方向へと自発的に転換することを促す、一般の人々や様々な組織・地域を
対象としたコミュニケーションを中心とした持続的な一連の取り組みのことを意味します。

モビリティ・マネジメントの取り組み案について

5



現状 • 交通事業者の努力に依存したサービスの維持ではなく、多様な担い手が
連携し、地域公共交通を維持していく体制・体系づくりが必要

• 市民の生活を支える不可欠な交通手段としての公共交通サービスについ
て、日常的な利用者のすそ野を広げ、公共交通サービスが最大限活用さ
れる仕組みづくりが課題

• 地域公共交通を取り巻く状況や危機感について、市民と認識を共有でき
るような意識醸成が必要

方向性

モビリティ・マネジメントの取り組み案について

対象や目的を整理しながらモビリティ・マネ
ジメントに取り組む必要性
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モビリティ・マネジメントの取り組み案について

目的 若年世代から地域公共交通に親しみや興味を持ってもらい、将来的
にも地域公共交通のユーザーとなるよう意識を醸成していく

手段 地域公共交通を知る・体験できる機会創出
実施内容 ・放課後児童クラブでの公共交通教室の実施

・阪急バス営業所での職場体験実施検討
・きょうとエコサマーの周知

評価手法 ・乗り込み調査や教室でのアンケートの実施によるフォローアップ

小中学生

高齢者
目的 地域公共交通を主たる移動手段にしてもらえるよう利用転換を図る
手段 高齢者の集まるイベント等での周知
実施内容 ・他部署が開催する健康教室等高齢者イベントでの地域公共交通のＰ

Ｒ活動
・高齢者団体が主催する教室での公共交通教室の実施

評価手法 イベント後に対象者へのアンケートの実施によるフォローアップ
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モビリティ・マネジメントの取り組み案について

目的 地域公共交通の現状について広く意識醸成を図る
手段 広報紙・ホームページ・公式ＬＩＮＥ・デジタルサイネージ等
実施内容 ・広報紙への地域公共交通記事の掲載頻度増加

・新たな広報コンテンツの作成（情報誌等）
・自治会等への積極的な出前ミーティングの提案

評価手法 ・コンテンツへのアクセス数
・地域公共交通機関の利用者数

その他

目的 市内事業所の利用者や従業員が地域公共交通を利用するようすそ野
を広げる

手段 市内事業所と連携した使用者や従業員への周知
実施内容 ・病院等を訪問し利用者へ地域公共交通機関の周知

・市内事業所を訪問しエコ通勤の実施を提案
評価手法 ・利用者へのアンケートの実施

・訪問後に事業者へのヒアリングを実施

市内事業所
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「きょうとエコサマー」の実施について

未来を担うお子様に公共交通を身近に感じ
てもらう機会を増やすため、夏休み期間中
に子供の運賃を割引する「きょうとエコサ
マー」が京都府下で一斉に実施されます。

はっぴぃバス 路線バス

対象者 小学生

割引額 無料 保護者１名つき
小学生２名無料

対象期間 令和6年7月20日～8月25日

利用方法 運賃支払い時に、運転士に「エ
コサマー」と申告する

事業概要

※参考
昨年度利用者数（はっぴぃバス）:318名
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公共交通を支える担い手の確保について

運転士採用情報・イベント及び運転士の魅力について市ホームぺージやデジ
タルサイネージ等での情報発信を検討
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阪急バス８０・８２系統の廃止に関しての対応

・路線ルート:ＪＲ山崎駅～阪急東向日駅
・運行時間帯:午前６時～午後９時
・運行本数:１日７往復

８０系統

・路線ルート:円明寺ヶ丘（大山崎町）～
ＪＲ⾧岡京駅

・運行時間帯:午前６時～午前８時
・運行本数:１日２便平日のみ

８２系統

・１便当たりの乗車人数も少なく、不採算を
抱えている状況

・令和６年度から実施されている働き方改革
により、運転士の労働時間上限に制限がか
かり、運転士の人手不足が深刻化

系統廃止について
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阪急バス８０・８２系統の廃止に関しての対応

・⾧岡市内を運行している経路は、他
系統と重なっているルートがほとん
どである。

・ただし、滝ノ町バス停は路線バスは
８０系統のみの運行となっている
（はっぴぃバスは運行されている）。

路線の特徴
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阪急バス８０・８２系統の廃止に関しての対応

⾧岡京市内の利用実績（令和５年４月～令和５年１０月・平均・ＩＣ利用）

乗車人数
平日 土休日

１日合計
利用者数

１便平均
利用者数

１日合計
利用者数

１便平均
利用者数

８０系統・南行
（滝ノ町→西山天王山駅） 31人 4.4人 21人 3.0人

８０系統・北行
（西山天王山駅→滝ノ町） 32人 4.5人 24人 3.4人

８２系統・北行
（西山天王山駅→⾧岡京駅） 10人 5.0人

※運行便数:８０系統→１日７便（平日・土休日）、８２系統→1日2便（平日）
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阪急バス８０・８２系統の廃止に関しての対応

滝ノ町バス停の利用実績（令和５年４月～令和５年１０月・平均・ＩＣ利用）

乗車人数 平日・南行 平日・北行 土休・南行 土休・南行

利用者数合計 10人 4人 8人 5人

１便目（6時台）利用者数 5人 2人 1人 1人

２～７便の１便当たり平均
利用者数 0.8人 0.3人 1.2人 0.7人



現状 • ８０・８２系統の⾧岡京市内のほとんどのバス停は、他系統も運行し
ているため、路線としては確保されている。

• ただし、「滝ノ町」バス停は８０系統のみが運行されており、廃止に
より路線バスが無くなる。

• 滝ノ町エリアの利用実績を見ると、平日１便目の午前６時台の滝ノ町
→ＪＲ⾧岡京駅への利用者数が１日の利用者の半数を占めているため、
朝の通勤・通学需要が高いと考えられる。

対応案 平日朝6時台滝ノ町→ＪＲ⾧岡京駅間のバス運行を委託

・利用実績等を考慮し、通勤・通学需要がある平日午前６時台
の滝ノ町からＪＲ⾧岡京駅へのルートのみを運行する。

・東部バスの活用により、朝の１便のみなら車体・運転士の確
保は可能（バスの車体や運転士確保の観点から、系統全
体の維持は困難）。

・なお、平日7時～17時台ははっぴぃバスが運行しており、一
定の移動手段は確保されている。

阪急バス８０・８２系統の廃止に関しての対応
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滝ノ町

一文橋

一里塚

ＪＲ長岡京駅
（西口）

開田

長岡天満宮前

植野

向日町郵便局前

阪急バス８０・８２系統の廃止に関しての対応

現状現状
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滝ノ町

一文橋

ＪＲ駅前通り

一里塚

ＪＲ長岡京駅
（西口）

運行日:平日朝（1便のみ）
ダイヤ案:6:32滝ノ町発→6:43JR⾧岡京駅着
（現行:6:52滝ノ町発→7:03JR⾧岡京駅着）

阪急バス８０・８２系統の廃止に関しての対応

対応案対応案
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阪急バス７系統のルート変更について

東台バス停便数（現状）東台バス停便数（現状）

時間帯 東行（駅へ） 西行（⾧法寺
方面）

6～7時台 3 5

8～9時台 4 5

10～11時台 3 5

12～13時台 3 5

14～15時台 0 2

16～17時台 0 2

18～19時台 0 2

20～21時台 0 1

22～23時台 0 0

東台バス停
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現状（14時以降）現状（14時以降）

阪急長岡天神
駅

海印寺奥海印寺

美竹台住宅前

光風台住宅前

光明寺

舞塚

太鼓山

南平尾

JR長岡京駅

至 新山崎橋

東台

⑥系統

⑦系統

⑧系統

阪急バス７系統のルート変更について
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変更案変更案

阪急長岡天神駅

海印寺奥海印
寺

美竹台住宅前

光風台住宅前

光明寺

舞塚

太鼓
山

南平尾

JR長岡京駅

至 新山崎橋

東台

⑧系統

⑥系統

⑦系統

阪急バス７系統のルート変更について
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阪急バス７系統のルート変更について

現在 東行（駅へ）
14時台 0
15時台 0
16時台 0
17時台 0
18時台 0
19時台 0
20時台 0
21時台 0
22時台 0

検討案 東行（駅へ）
新⑦系統

14時台 0
15時台 1
16時台 1
17時台 1
18時台 1
19時台 1
20時台 1
21時台 1
22時台 0

東台バス停便数（14時以降）東台バス停便数（14時以降）
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はっぴぃバス「西の京」バス停について

西の京
（北東コース）

「今里」方面

「角宮神社前」方面

「滝ノ町」方面

22

現在の「西の京」バス停が資源ごみステーションと重なっている等の問
題があり、西の京自治会から移設の要望書が提出されたため、下印田交
差点近辺への移設を検討。

経緯

1380㎜

1200㎜
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西の京
（移設前）

西の京・南行き
（移設後）

はっぴぃバス「西の京」バス停について

約90ｍ

約40ｍ

3250㎜

5000㎜

23



西の京
（移設前）

西の京・北行き
（移設後）

はっぴぃバス「西の京」バス停について
約110ｍ

約90ｍ 5000㎜

3030㎜
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はっぴいバス運行間隔の変更案について

バスなどの自動車運転者について、労働時間等の労働条件の向上を図るた
め、その業務の特性を踏まえ、全ての産業に適用される労働基準法では規
制が難しい拘束時間、休息時間、運転時間等の基準を定めている。

「自動車運転者の労働時間等の改善のための基準」（改善基準告示）

・連続運転時間:1回がおおむね連続10分以上で、かつ合計が30分以上の
運転の中断をすることなく連続して運転する時間。

・連続運転時間は４時間以内。
・運転開始後４時間以内又は４時間経過直後に、３０分以上運転を中断し
て、休憩等を確保しなければならない。

・運転の中断は、１回が連続１０分以上としたうえで分割することもでき
る。

連続運転時間

※改善基準告示より抜粋
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はっぴいバス運行間隔の変更案について

はっぴぃバス現行間隔及び変更案
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阪急バスの運賃改定について（参考）

グランドパス購入補助（現在）
グランドパス７０ 運賃 補助額 実際の購入額

３か月 14,100円 3,000円 11,100円
６か月 26,700円 7,000円 19,700円
１年 51,200円 15,000円 36,200円

スクールパス３４０ 運賃 補助額 実際の購入額
１学期 29,240円 13,000円 16,240円
２学期 31,630円 14,000円 17630円

２学期プラス 34,990円 16,000円 18,990円
３学期 22,180円 10,000円 12,180円
学年 87,400円 40,000円 47,400円

スクールパス購入補助（現在）
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市営駐車場事業について
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市営駐車場事業について

○年度 ○年度
歳入 歳入歳出 歳出

余剰金を直接に繰り出す場合

公共
交通
施策

駐車場事業特別会計 一般会計

・同一年度内で繰り出し、その年度の歳出にしか充てられない。
・一般会計に繰り入れた後は、他の歳入と同じ扱いとなり、紛れてしまう。

繰入
金
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市営駐車場事業について

○年度 △年度
歳入 歳入歳出 歳出

余剰金を基金へ繰り出す場合

公共
交通
施策

駐車場事業特別会計 一般会計

・余剰金を基金に積み立てられるため、年度を越えて必要な金額だけを特定の
歳出に充てられる。

・基金から一般会計に繰り入れると、どの事業の財源になるか明確に示される。

繰入
金

□年度
歳入 歳出

公共
交通
施策

繰入
金

基金
(新設)

将来的な負担に
備える事も可能。
Ex.車両の更新
サイネージ設置
・・・

目的:公共交通の維持
・確保に資するため等
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